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クウォドウルトデウスと『シビュラの託宣』 

 
Quodvultdeus and the Sibylline Oracles 

 
伊 藤 博 明 

Hiroaki ITO 
 

 カルタゴの司教を務め、454 年の末には死去

していたクウォドウルトデウス（Quodvultdeus）

について、知られていることはきわめて少ない 1。

唯一の信頼しうる情報は、おそらくはカルタゴ

の聖職者であったウィタのウィクトル（Victor 

Vitensis）が、484 年に執筆した『ヴァンダル人

の王ゲイセリックとフネリックの治下、アフリ

カ地方の迫害の歴史』（Historia persecutionis 

Africanae sub Geiserico et Hunrico regibus 

Wandalorum）における記述である。それによれ

ば、439 年 10 月、ゲイセリック（Geiseric, ca.430 

- 477）に率いられたヴァンダル人がカルタゴを

占領した。 

 

それから彼［ゲイセリック］は、著名な都

市、すなわちカルタゴの、クウォドウルト

デウスという名前の、神にも人々にもよく

知られた司教と、数多くの聖職者を壊れた

船に、裸体のまま、すべてを奪って乗せ、

追い払うように命じた。主は、彼らを、自

らの善性の憐れみによって、航海を安全な

ものとして、カンパーニアのナポリにお導

きになられた 2。 

 

 クウォドウルトデウスは、その後はナポリに

おいて、454 年まで活動したと考えられている。

そして、彼は、最晩年のアウグスティヌス

（Augustinus, 354-430）がその書簡において、「愛

する息子にして友人の助祭」（Dilectissimus filius 

et condiaconus）と呼びかけている、カルタゴの

若き助祭、クウォドウルトデウスと同一視され

ている。彼とアウグスティヌスの間の書簡は各

二通が残されており、428 年から 429 年にかけ

て交換されている 3。 

 クウォドウルトデウスは最初の書簡（ミーニ

ュ版 221 番）において、カルタゴの聖職者と俗

人の教育に資するために、すべての異端につい

ての要約を作成することをアウグスティヌスに

求めた。それへの回答の書簡（222 番）におい

て、アウグスティヌスは、すでに執筆されてい

る反異端の文書の編纂者として、ブレッシャの

フィラストリウス（Philastrius Brixiensis, - 

ca.397 ） と キ プ ロ ス の エ ピ フ ァ ニ ウ ス

（Epiphanius Cyprius, ca.315 - 403）の名を挙げて

いる。そして、エピファニウスのギリシア語の

作品『パノリオン』（Panorion）を良書として推

薦し、カルタゴでラテン語訳することを期待し

て送付するとも述べている。 

 クウォドウルトデウスは、次のアウグスティ

ヌス宛の書簡（223 番）において、理由を挙げ

つつ、再度、アウグスティヌス自身に執筆を依

頼している。というのは、エピファニウスの著

作をラテン語に翻訳する適任者がカルタゴでは

見いだされず、また、二人の著作家の死後も、

新たな異端が現れているからである。結局、ア

ウグスティヌスは、次の書簡（224 番）におい
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て、このカルタゴの助祭の要求に応えるように

努力する旨の返答を行っている。アウグスティ

ヌスのこの対応は、クウォドウルトデウスがカ

ルタゴの教会において重要な位置を占めており、

将来的には司教に選出されうるような人物であ

ったことを推測させる。そして、アウグスティ

ヌスは実際に、全 88 章から成る『諸異端につい

て――クウォドウルトデウスに送る』（De 

haeresibus ad Quodvultdeum） 4を執筆した（彼の

死により未完）。 

 他方、このクウォドウルトデウスの著作が同

定されたのは 20 世紀に入ってのことである。

1914 年にドン・Ｇ・モランは、それまでアウグ

スティヌスの名前のもとに流通していた 12 の

説教的論考をクウォドウルトデウスに帰し、さ

らに、かつてはアキテーヌのプロスペル

（Prosper Aquitanus, ca.390 - ca.455）の名が冠せ

られていた著作『神の契約と予言の書』（Liber 

promissionum et praedictorum）も彼に帰したので

ある 5。その後の議論を経て、モランの提案し

た説はほぼ受け容れられている。ルネ・マラン

は、1964 年に『神の契約と予言の書』の校訂版

（フランス語訳付）を、クウォドウルトデウス

の著作として刊行し、また 1976 年には、12 の

説教の校訂版とともに、「キリスト教者著作集ラ

テン編」（Corpus Christianorum, Series Latina）の

一冊として、『カルタゴの司教クウォドウルトデ

ウスに帰される著作集』（Opera Quodvultdeo 

Carthaginiensi episcopo tributa）を刊行している 6。 

 『神の契約と予言の書』は、主として旧約・

新約の両聖書からの引用を繋ぎながら、アダム

とエバの時代から、最後の審判を経て、永遠の

時に至るまでを語った、一種の救済史的な書物

である。クウォドウルトデウスは、歴史を「律

法の前」（ante letem）、「律法の下」（sub lege）、

「恩寵の下」（sub gratia）と、アウグスティヌス

的に理解しているが、その終末論的な傾向性が

アウグスティヌスとは異なっている 7。そして、

この著作の中に『シビュラの託宣』からの引用

が見いだされるのである。 

 たとえば、第３部「恩寵の下」の第１章「ヨ

ハネについての契約が成就される」（Promissio 

impleta de Iohanne）では、『イザヤ書』（40:3-5）

の「荒野に呼び声がある……」、『ヨハネによる

福音書』（1:19-23）の「これがキリストについ

てのヨハネの証言である……」、『使徒言行録』

（13:25）の「生涯を終えようとするとき、ヨハ

ネは言った……」と、すべて洗礼者ヨハネに関

する箇所が引用され、次のように続いている。 

 

そして、エリュトライのシビュラは霊感を

受けて、次のように言う。 

「裁きの徴として、大地は汗に濡れるだろ

う」。 

「今や、山は大地と等しくなり、青い大海

も」。 

また、彼女は自ら説明して、こう付け加え

ている。 

「人間の世界には髙いものも低いものも

なくなるだろう」。 

キリストによって果たされたことを、われ

われ自身が認識し、そして見る 8。 

 

 『シビュラの託宣』からの３行の引用は、元

来は『シビュラの託宣』第８巻（217-250 行）

の、有名なアクロスティック（各行の最初の文

字を繫げると「イエス・キリスト、神の子、救

世主、十字架」となる）の１行（第８巻 217 行）、

20 行（第８巻 236 行）、19 行（第８巻 235 行）

に該当する 9。そして、託宣のラテン語訳は、

アウグスティヌスの『神の国』（De civitate Dei）

第 18 巻第 23 章から採られている 10。 

また、同じく、『神の契約と予言の書』第３巻

の第 28 章「主の死に際して、聖なる人々の身体
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が復活するという契約が成就される」（Promissio 

implea qua in morte Domini sanctorum corpora 

surrexerunt）では、まず、旧約聖書から『イザ

ヤ書』（26:19）の「死者たちが復活し……」と

いう証言が引かれ、次に新約聖書から『マタイ

による福音書』（27:51-53）の「大地は震え、岩

が裂けた……」以下の、長い引用が見られ、こ

う続けられている。 

 

そしてパウロも述べている。「あなた方が

キリストとともに復活させられたのであ

れば、上にあるもの求めなさい。そこでは、

キリストが神の右側に座しています」［『コ

ロサイの信徒への手紙』3:1］。使徒ペトロ

もまた証明している。「それゆえ、死者た

ちにも福音が宣べ伝えられた」［『ペトロの

手紙一』4:6］。シビュラも予言している。 

「大地は裂け、タンタロスの深淵が現れる

だろう」。 

「そして、忌まわしいアウェルヌス［冥府］

の門を破壊するだろう。 

しかし、聖徒たちは身体全体に、自由な光

が注がれるだろう 11」。 

 

 この箇所の『シビュラの託宣』からの引用は、

最初の行はアクロスティックの 25 行（『シビュ

ラの託宣』第８巻 241 行）に、続く２行はアク

ロスティックの 11・12 行（第８巻 226-227 行）

に拠っている 12。 

 アウグスティヌスは、『神の国』においては、

『シビュラの託宣』の真正性について疑いを抱

いておらず、彼女がイエス・キリストについて

の予言を実際に行ったと考えている 13。アウグ

スティヌスは、「アクロスティック」の箇所につ

いては、総督のフラキアヌスが彼にもたらした

「エリュトライのシビュラの託宣」の、「ある者

によるしっかりしたラテン語」によって読んだ 

14。他方で彼は、ラクタンティウス（Lactantius, 

ca.250-ca.325 ） の 『 神 学 教 理 』（ Divinae 

institutiones）を通して 15、『シビュラの託宣』に

ついて知っており、『神学教理』第４巻に散見さ

れる６つの託宣を、全体としてイエスの受難と

復活を予言するものとしてまとめている 16。 

 クウォドウルトデウスは『神の契約と予言の

書』において、先に見たように、「アクロスティ

ック」の詩句を分散させて、他の箇所において

も利用し、その数は全部で 25 以上になる 17。他

方、アウグスティヌスがまとめた託宣群からも

託宣を引いて、10 箇所ほどで利用している。た

とえば、第３巻第 27 章「キリストの埋葬につい

て成就された契約」（ Promessio impleta in 

sepulture Christi）では、最初に『詩編』（87:5-6）

の「私は望みのない人間のようになり……」と、

同じく『詩編』（16:10）の「あなたは私の魂を

冥府に渡すことなく……」が引用され、続いて、

マタイや他の福音書記者によって、イエス・キ

リストの復活について確言されていると説かれ、

さらに、使徒パウロの言葉が、『コリントの信徒

への手紙一』（15:3-4）から、「私があなたに、

第一に私が受けたことを、すなわち、聖書によ

れば、キリストがわれわれの罪のために死んだ

こと、埋められたこと、そして、聖書によれば、

その三日後の復活したことを伝えました」とし

て引用されている。そして、次のように続く。 

 

そして、シビュラは霊感を受ける。「そし

て彼［イエス・キリスト］は、三日の眠り

を引き受けて死んだままになる」18。 

 

この引用は、『シビュラの託宣』（8:312）からの

もので、アウグスティヌスのまとめた選択群の

最後の託宣である。 

 クウォドウルトデウスにはまた、ラクタンテ

ィウスの『神学教理』を直接参照して、『シビュ



 

 
－36－

ラの託宣』から引用している箇所も存在する。

それは、たとえば、彼の別の著作、『五つの異端

反駁』（Adversus quinque haereses）第３章に見い

だされる。 

 

さらにわれわれは、彼らの予言者であるシ

ビュラが、彼［神の子］について述べてい

ることを聞こう。彼女はこう述べている。

「神は、信じる者たちに、別の神を、崇敬

すべき者として与えた」。これらのメルク

リウスとシビュラの言葉の中で現れてい

ることを、サベッリウスも確言している。

メルクリウスは「父なる神と子」と述べて

いる。そしてシビュラは「別の神」と述べ

ている。……シビュラはこう述べている。

「神の子である、汝の神自身を知りなさ

い」。この言葉が異教の者とユダヤ人を叱

責している。彼女は、別のところで、神の

子を、「シュンブロン」（σúμβοuλον）、すな

わち、忠告者あるいは助言者と呼んでいる 19。 

 

 この箇所における『シビュラの託宣』への言

及は、以下のように、ラクタンティウスの『神

学教理』第４巻６章に拠っている。 

 

エリュトライのシビュラは、彼女の託宣の

最初において、至上の神から生まれた、神

の子、万人の指導者にして支配者について、

以下の詩句において予言している。「万物

を養う者、創造者、甘い霊を万人の上に置

き、そして、神を万人の指導者にした者よ」。

そして、最後にこう予言している。「神は、

別の神を、信じる者たちに、崇敬すべき者

として与えた」。そして、別のシビュラは、

次のことを認識すべきであると教えてい

る。「神の子である、汝の神自身を知りな

さい」…… トリスメギストゥスは、彼［神

の子］を「神の造物者」と、シビュラは「シ

ュンブロン」と呼んでいる。というのは、

彼は父なる神によって、大いなる知恵と力

を授けられ、神は世界の構築において、彼

の思慮と手作業を用いるからである 20。 

 

 『神学教理』における『シビュラの託宣』か

らの引用は、それぞれ「断片１」（5-6 行）、第

８巻 329 行、第８巻 264 行からのもので、いず

れもギリシア語で記されている。クウォドウル

トデウスの『五つの異端反駁』における引用は

ラテン語であるが、文意を正確に表現しており、

彼がギリシア語を十分に理解していたことを伺

わせる。 

 さて、ヨーロッパ中世におけるシビュラの伝

承においてとくに重要と考えられる作品は、ク

ウォドウルトデウスの『ユダヤ教徒、異教徒、

アリウス派駁論』（Contra Iudaeos, Paganos et 

Arrianos）である。この著作もまた、中世にお

いてはアウグスティヌスの著作として広く流通

していた 21。 

 『ユダヤ教徒、異教徒、アリウス派駁論』は

全体で 22 章から構成されている。第１章から第

６章では、サタンを避けてキリスト教の信仰に

忠実であること、洗礼に相応しいこと、三位一

体を信じることが勧められる。第７章から第 10

章では、アリウス派が批判され、子と父の同等

性とキリストの処女マリアからの誕生が説かれ、

ヘロデの残虐さが断罪される。続く第 11 章から

第 18 章はユダヤ教徒に向けられており、主とし

て旧約聖書に登場する、ユダヤ人自身の預言者

の言葉と、いくつかの異教徒の言葉によって、

彼らを説得している。第 19 章は再びアリウス派

に対する批判であり、第 20 章から第 21 章まで

は、信仰のある者たちに永遠の生に備えるよう

に勧めている。 

 この作品の中で、後代への影響という観点か



 

 
－37－

ら重要な箇所は、第 11 章から第 16 章までであ

る。というのも、この箇所は 12 世紀以降、すべ

てが、あるいは部分的に取り出されて、クリス

マスの時期の説教として読み上げられたからで

ある。たとえば、アルルではクリスマス当日の

朝課、６時課に、ローマではその前夜の朝課、

４時課に読まれた。またイングランドでは、一

般的に、降誕節の第４日曜日に読まれた。 

 本稿の末尾に、『ユダヤ教徒、異教徒、アリウ

ス派駁論』の当該の章の全訳を付するが、ここ

では、その概要を紹介したい 22。第 11 章は、ユ

ダヤ教徒に対して呼びかけて、次のように始ま

る。 

 

ユダヤ人よ、私は敢えて言うが、おまえた

ちは今日まで神の子を否定している。おま

えたちは彼が奇跡を行うのを見て、彼を試

そうとして言ったのは、まさに次の言葉で

はなかったのか。「いつまであなたは私の

心を不安のままにするのですか。もしあな

たがキリスト［メシア］ならば、私たちに

はっきりと言ってください」（『ヨハネによ

る福音書』10:24）。すると彼は、おまえた

ちに奇跡について考えるように促して言

った。「私が行う業こそが、私についての

証になる」（同 10:25）。すなわち、言葉で

はなく行為がキリストの証となるのだ。と

ころが、おまえたちは、おまえたちの土地

の中で救いを行っていた救世主のことを

認めずに、悪しざまに断言した。「お前は、

お前自身についての証だと言っているが、

お前の証は真実ではない」（同 8:13）23。 

 

続いてクウォドウルトデウスは、ユダヤ教徒の

聖典である旧約聖書の中から証人を呼び出し、

キリストに関する証言を導き出している。 

 

イザヤよ、キリストについて証を述べなさ

い。彼はこう言う。「見よ、乙女が男の子を

身ごもり、生むだろう。そして、その名前

はエンマヌエルと呼ばれるだろう。すなわ

ち、〈神がわれわれと共にいる〉という意味

である」（『イザヤ書』7:14；『マタイによる

福音書』18:16；『ルカによる福音書』1:31）。

また、別の証人を呼び出そう。汝、エレミ

ヤよ、キリストについての証を述べなさい。

彼は次のように言う。「この者がわれわれの

神であり、彼に並ぶ者はいない。彼以外に

はおらず、彼は知恵のすべての道を見いだ

し、そしてそれを、彼の僕のヤコブと自ら

の愛するイスラエルに与えた」（『バルク書』

3:36-38）。見よ、ここに、おまえたちの律法

から、二人のふさわしい証人が現れている

が、おまえたちの心は彼らの証によって動

かされることはなかった 24。 

 

第 12 章では、「別のキリストについての証言

を律法から導きだした、敵対する者たちの堅固

な額を打ち砕くことにしよう」と述べて、ダニ

エルを招来する。第 13 章では「イスラエルの民

の指導者である」モーセ、「忠実な証人」である

「聖なる」ダビデ、「預言者」ハバククの証言を

語らせている。第 14 章では、「聖なる」シメオ

ン、ザカリアとエリザベトを導きいれ、『ヨハネ

による福音書』からの引用と結びつけている。 

そして第 15 章は、「ユダヤ人たちよ、これら

の言葉でおまえたちには十分ではないのか、お

まえたちの律法とおまえたちの民からの多くの

証人と証言で十分ではないのか」という言葉か

ら始まって、異教の者たちのある言葉も、イエ

ス・キリストについて証言していることが示さ

れる。クウォドウルトデウスは、まず『使徒言

行録』（13:46）から、アンティオキアにおける

パウロの説教を引いている。すなわち、パウロ
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はユダヤ人たちに対してこう述べる。「あなた方

にまず、神の言葉が語られなければならなかっ

たのです。ところがあなた方はそれを拒み、あ

なた方を永遠の生命に値しない者にしています。

そこで私たちは異邦人の方に向いているので

す」。そして、異邦人の中からキリストについて

の証言が為されたことを示そう、と言ってこう

続ける。 

 

あの最も雄弁な詩人が自らの詩句におい

て、「今や、新しい子が高き処から遣わさ

れる」と述べたとき、キリストへの証言が

与えられなかったであろうか。もしわれわ

れが、異邦人たちの中から、他の適切な証

言や多くの言葉をここに導入しないので

あれば、このことも疑われるだろう 25。 

 

いうまでもなく、この詩句は、ウェルギリウ

スの『詩選』第４歌に拠っており、そこでは、

この言葉はクマエのシビュラに帰されていたも

のである。クウォドウルトデウスは異教徒のも

う１人の例として、新バビロニアの王、ネブカ

ドネツァルを挙げて、『ダニエル書』（3:91-99）

からの言葉を引用したのち、次のように述べて

いる。 

 

おお、異邦の者よ、どうしてあなたにはこ

のことが起こったのか。誰があなたに神の

子について告げたのか。いかなる法が、ど

の預言者があなたに神の子について告げ

たのか。彼はまだこの世に生まれてはおら

ず、生まれた者の顔もあなたには知られて

いなかったのに。どうしてあなたにはこの

ことが起こったのか。誰があなたにそのこ

とを告げたのか、あなたの内部を神の火が

照らして、あなたの下に敵対するユダヤ人

たちが捕らわれているときに、このように

あなたが神の子の証言を述べたのでない

とするならば 26。 

 

 そして、『ユダヤ教徒、異教徒、アリウス派駁

論』第 16 章はすべて、異邦の予言者であるシビ

ュラの言葉に充てられている。その冒頭は次の

ように始まる。 

 

しかし、二人か三人の証人の口において、

あらゆる言葉は確固となるのであり、主ご

自身も、あなた方の頑なさを抑えながら、

「あなた方の律法の中に、二人の人間の証

言は真実である、と書かれている」（『ヨハ

ネによる福音書』8:17）と語ったのである

から、さらに異教徒から第三の証人が導き

だされるならば、真理の証言は、あらゆる

点において強化されるだろう。シビュラが

キリストについて予言しつつ述べたことを

われわれは公にしよう。すなわち、一つの

石によって、二つの額が、すなわち、ユダ

ヤ教徒と異教徒が打ちつけられ、そして、

ゴリアテのように、その剣によって、キリ

ストの敵どもはすべて刺し殺されたであろ

う、ということを。シビュラが語ったこと

を聞きなさい 27。 

 

 ここで、アウグスティヌスの『神の国』第 18

巻に挙げられているアクロスティックが全文引

用され 28、次のようにまとめられている。 

 

これらは、キリストの生誕、受難、復活、

そして二度目の降臨について語ったもの

であり、ギリシア語で各行の冒頭の語を順

に辿っていく者は、そこに「イエスース・

クリストス・テウー・ヒュイオス・ソーテー

ル」、すなわち、ラテン語では「イエス・

キリスト、神の子、救い主」を見いだすだ
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ろう。そのことはまた、ギリシア文字の特

性が十分に認められえないことを除けば、

ラテン語に翻訳された詩句においても現

れている。キリストの受難をより明瞭に示

している、シビュラの別の詩句に熱心に耳

を傾けよう 29。 

 

これに続いて引用されている言葉は、アウグ

スティヌスがラクタンティウスの『神学教理』

における『シビュラの託宣』からの幾つかの引

用をまとめたものである 30。このように、クウ

ォドウルトデウスの『ユダヤ教徒、異教徒、ア

リウス派駁論』第 16 章は、ほぼすべてをアウグ

スティヌスに負っているのである。 

上述したように、『ユダヤ教徒、異教徒、アリ

ウス派駁論』の第 11 章から第 16 章は独立した

作品として、クリスマスの時期に説教として読

まれた 31。そして、12 世紀のリモージュの聖マ

ルティアリス修道院では、この説教をもとにし

て、『予言者たちの行列』（Ordo prophetarum）と

呼ばれる典礼劇が成立し、ルネサンスに至るま

でヨーロッパの各地で、内容は一部異なりなが

ら上演されていった 32。他方、イタリアの美術

における最古のシビュラの表現は、南イタリア

のベネディクト派のサンタンジェロ・イン・フ

ォルミス聖堂の壁面に見られるが（11 世紀中

葉）、その描写への『ユダヤ教徒、異教徒、アリ

ウス派駁論』による影響も指摘されている 33。 
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翻訳 クウォドウルトデウス『ユダヤ教徒、異

教徒、アリウス派駁論』第 11-16 章 1 

 

第 11 章 

ユダヤ人よ、私は敢えて言うが、おまえたち

は今日まで神の子を否定している。おまえたち

は彼が奇跡を行うのを見て、彼を試そうとして

言ったのは、まさに次の言葉ではなかったのか。

「いつまであなたはわれわれの心を不安のまま

にするのですか 2。もしあなたがキリスト［メ

シア］ならば、私たちにはっきりと言ってくだ

さい」（『ヨハネによる福音書』10:24）。すると

彼は、おまえたちに奇跡について考えるように

促して言った。「私が行う業こそが 3、私につい

ての証になる」（『ヨハネによる福音書』10:25）。

すなわち、言葉ではなく行為がキリストの証と

なるのだ。ところが、おまえたちは、おまえた

ちの土地の中で救いを行っていた救世主 4 の

ことを認めずに、悪しざまに断言した。「おまえ

は、おまえ自身についての証だと言っているが 

5、おまえの証は真実ではない」（『ヨハネによる

福音書』8:13）。 

この言葉に対して、彼がおまえたちに答える

ことも、おまえたちは気に留めることはないだ

ろう。彼は言った。「あなた方の律法に、二人の

人間の証が真実であると書かれていないだろう

か 6」（『ヨハネによる福音書』8:17）。律法に背

反する者たちよ、律法に心を向けよ。あなた方

はキリストについての証を求めよ。あなた方の

律法には、二人の人間の証が真実であると記さ

れている。律法からは二人のみならず、キリス

トについて多くの証人が現れるだろう、そして、

律法を行う者ではなく、それを聴いている者を

挫くだろう 7。 

イザヤよ、キリストについて証を述べなさい。

彼はこう言う。「見よ、乙女が身ごもり、男の子

を生むだろう。そして、その名前はエンマヌエ



 

 
－42－

ルと呼ばれるだろう」（『イザヤ書』7:14）。「す

なわち、〈神がわれわれと共にいる〉という意味

である」（『マタイによる福音書』1:16） 8。また、

別の証人を呼び出そう。汝、エレミヤよ、キリ

ストについての証を述べなさい。 

彼はこう言う。「この者がわれわれの神であり、

彼に並ぶ者はいない。彼以外にはおらず、彼は

知恵のすべての道を見いだし、そしてそれを、

彼の僕のヤコブと自らの愛するイスラエルに与

えた」（『バルク書』3:36-38）。見よ、ここに、

おまえたちの律法から、二人のふさわしい証人

が現れているが、おまえたちの心は彼らの証に

よって動かされることはなかった。 

 

第 12 章 

 さてわれわれは、別のさまざまなキリストに

ついての証言を律法から導きだして、敵対する

者たちのきわめて堅固な額を打ち砕くことにし

よう。年齢の点では若いが、知識と寛大さの点

では老いている、あの聖なるダニエルを招来し、

あらゆる誤った証言を打ち破らせよう。恥ずべ

き老人たちを打ち負かしたように、彼のキリス

トについての証言によって、敵対する者たちを

打ち砕かせよう 9。 

 語りなさい、聖なるダニエルよ、キリストに

ついて汝が知っていることを語りなさい。彼は

こう言う。「最も聖なる者が来るとき、塗油を終

えるだろう」（『ダニエル書』9:24） 10。彼が現

れたとき、おまえたちは彼を愚弄してこう言っ

た。「おまえは、おまえ自身についての証だと言

っているが 11、おまえの証は真実ではない」（『ヨ

ハネによる福音書』8:13）。だがどうして、来た

者自身が最も聖なる者でなかったのならば、お

まえたちの塗油を終えたのであろうか。おまえ

たちが述べているように、もし彼がまだ来てい

なくて、最も聖なる者の来ることが期待されて

いるのならば、おまえたちの塗油を示しなさい。

他方、もしおまえたちの塗油を終えたのならば

――これは真実なのだが――、最も聖なる者が

来たことを認めなさい。 

 たしかに、彼は、切り出す者の「手によらず

に、山から切り出された石」（『ダニエル書』2:34）
12、すなわち、抱く者たちの手を煩わせずに処

女から生まれたキリストであり、「山が大いに成

長して、大地の面をすべて覆う」（『ダニエル書』

2:35）13 までに成長した。この山についてある

預言者はこう述べている。「来なさい、われわれ

は、主の山に登ろう」（『イザヤ書』2:3）。それ

についてダビデはこう述べている。「神の山、豊

かな山。なぜあなた方は、この峰重なる山を、

神がそこに住むことを好んだ山々を疑うのか」

（『詩編』67:16-17）14。 

 たしかに、主であるキリスト御自身が、彼の

弟子たちに対して、誰のことを「人の子」と呼

んでいるのかと尋ねたとき、彼らは、「ある者た

ちはエリヤと、ある者たちはエレミヤと、ある

者たちは預言者たちの一人」（『マタイによる福

音書』16:14）と答えた。そして、この者は言っ

た。「なぜあなた方は、この峰重なる山を、神が

そこに住むことを好んだ山々を疑うのか」（『詩

編』67:17）。 

 ペトロもこのことを知っていて、こう語った。

「あなたはキリスト、生きる神の息子です」（『マ

タイによる福音書』16:16）15。彼は山のことを

知り、山へ登った。彼は真理の証を述べ、真理

から愛された。ペトロが石［ペトラ］の上に置

かれたのは 16、彼が恐れのゆえに三度否定した

者 17を愛しつつ、死を受け入れるためだった。 

 

第 13 章 

 そして汝、律法者であり、イスラエルの民の

指導者であるモーセよ、キリストの証言を語り

なさい。「神はあなた方の兄弟たちから、預言者

をあなた方に対して立ち上がらせるだろう」
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（『申命記』18:15） 18。「預言者に耳を傾けない

魂はすべて、自らの民から追放されるだろう」

（『申命記』18:19） 19。ところで、キリストと

呼ばれる預言者に、福音においてキリスト御自

身に耳を傾けよう。彼はこう言った。「預言者は、

祖国以外においてならば、敬意を払われぬこと

はない」（『マタイによる福音書』13:57）。 

 さらに、聖なるダビデを、忠実な証人を呼び

だすことにしよう。彼の種子から、律法と預言

が証を述べている対象である、あの方が進みで

たのである。彼自らに、キリストについて語ら

せることにしよう。彼はこう言った。「地上のあ

らゆる王が彼を敬い 20、あらゆる民が彼に仕え

るだろう」（『詩編』71:11）。誰に仕えるのだろ

うか。さあ、誰に仕えるのだろうか。あなたは、

誰に仕えるかを聞きたいだろうか。「主はわが主

に向かって言った。汝はわが右側に据わるよう

に、私が汝の敵たちを汝の足下に置くまでは」

（『詩編』109:1）。そして、彼はより明確に、名

前を挙げてこう言っている。「なぜもろもろの国

は騒ぎたて、もろもろの民は無益なことを案じ

たのか。地上の王たちは立ち上がり、君主たち

は一致して主に、そして彼の油を注がれた者［キ

リスト］に敵対した」（『詩編』2:1-2）。 

 別の証人を呼びだすことにしよう。汝、預言

者ハバククよ、キリストについての証言を語り

なさい。彼はこう言った。「主よ、私はあなたの

声を聞き、怖れました。神よ、私はあなたの御

業について考え、怖れました」（『ハバクク書』

3:2） 21。彼は、以下のいかなる業を見て怖れた

のだろうか。宇宙の仕組みに怖れたのだろうか。

そうではない。彼が怖れたものを聞きなさい。

彼はこう言った。「二匹の獣の間に、あなたは認

められるだろう。神よ、汝の御業によって、こ

とばは肉となった」22。 

二匹の獣の間に、あなたは認められるだろう。

だがあなたは誰で、どこから降り立ったのだろ

うか。あなたは私を怖れさせた。すなわち、万

物を造った「ことば」23 が飼い葉桶に横たわっ

ていた。「牛は自らの飼い主を、驢馬は自らの主

人の飼い葉桶を知っている」（『イザヤ書』1:3）。

二匹の獣の間に、あなたは認められるだろう。

「二匹の獣の間に」とは、二つの契約の間に、

あるいは二人の泥棒の間に、あるいはモーセと、

山上で彼と会話したエリヤの間に 24、という以

外のことだろうか。彼はこう言った。「ことばは

歩きまわり、平野へと出た」。「ことばは肉とな

り、われわれの間に住んだ」（『ヨハネによる福

音書』1:14）。エレミヤもこう述べている。「こ

ののちに、彼は地上に現れて、人々と交わった」

（『バルク書』3:38）。 

このように、いかに真理の証言は互いに一致

していることだろうか。このように、いかにそ

れらは虚偽の子たちを論駁したことだろうか。

ユダヤ人たちよ、おまえたちにはこれらで十分

であろう。それとも、おまえたちの困惑に対し

て、おまえたちの律法と民から、別の証言を導

きいれることにしようか。というのも、それら

は、おまえたちが心を失い、嘲って「あなたは

あなた自身について証しているが、あなたの証

は真実ではないだろう」（『ヨハネによる福音書』

8:13）25 と述べたことに対して証言をもたらす

からである。だが、もし私が律法と預言者たち

から、キリストについて語られた事柄をすべて

集めようとするならば、その豊饒さに対して時

間が足りなくなるだろう。 

 

第 14 章 

 ところで、おまえたちの民の中から生まれ、

しかしおまえたちの誤謬の中に見捨てられなか

った、かの老人、聖なるシメオンをあなた方の

中に導き入れよう。彼は、真の光を見るまでは、

この世の光の中で年老いていくままだった。す

でに年齢は彼が逝くにふさわしかったが、しか
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し、彼が来ることを知っていた者を認めること

を期待していた。というのも、この老人は聖霊

によって、神のキリストを見て、その生誕を確

認し、彼が神殿に進むまでは死なないと告げら

れていたからである。 

 たしかに、彼はキリストが母の腕に抱かれて

いること見て、そして、経験な老人は神の子を

知り、自らの腕に幼児を取り上げた 26。たしか

に彼はキリストを運んでいたが、キリストがこ

の老人を導いていた。運ばれていた者が導いて

いたが、それは老人が、約束の成就の前に身体

から引き離されないがためであった。しかし、

彼が述べたことを、彼が告白した者のことを、

キリストではなく自分自身に敵対する者たちよ、

聴きなさい。この老人は神を誉め讃えながら叫

んで、こう言った。「主よ、今やあなたは、あな

たのお言葉どおりに、あなたの僕を安らかに去

らせてくださいます。というのは、私の眼があ

なたの救いを見たからです」（『ルカによる福音

書』2:29-30）。 

 さらに、ヨハネの両親である、若い時には適

わなかったが老年になって子を授かったザカリ

アとエリザベトに、キリストについての証言を

語らせよう。彼らがキリストについて述べたこ

とを語らせ、キリストについての適切な証人と

しよう 27。というのも、彼らは自らの生まれた

子にこう言ったからである。「幼子よ、おまえは

いと高き者の預言者と呼ばれるだろう。主に先

だって歩み、主の道を準備するからだ」（『ルカ

による福音書』1:76）そして、処女である母自

身にエリザベトはこう言った。「私の主の御母が

私のところに来てくださるとは、いったいどう

したことでしょう。あなたの挨拶の声が私の耳

に入ったとき、私の体内で子どもが喜んで跳び

ました」（『ルカによる福音書』1:43-44）。 

 というのは、ヨハネは、自らの主の御母が来

たのが分かったが、しかしまだ狭い体内にいた

ので、声では挨拶できないがゆえに動きによっ

て挨拶したのである 28。先駆者でかつ友であり、

へりくだった、最も忠実な僕であるヨハネ自身

がのちに適切な語ったことは、女たちから生ま

れた者たちの間で――彼が本当はそうではな

い者と見なされたがゆえに――最も適切な証

人に彼をしたのではなかろうか。というのも、

ユダヤ人は彼をキリストと信じていたのだが、

彼は自らそのような者ではないと叫んで、こう

言ったからである 29。「私は、あなた方が思って

いるような者ではない。その方は、私のあとに

来るのであり、私はその方の足元で、履き物の

紐を解くほどの値打ちもない」30。 

 おお、忠実な証人よ、真の花婿の友よ、あな

たはもし、彼の履き物の紐を解くには値します

と述べたとしても、大いに自らをへりくだらせ

たことになっただろう。しかし、あなたはその

値打ちもないと述べたとき、誤った証人のユダ

ヤ人たちに反駁したのである。あなたがこのよ

うに語ったのは、あなたがキリストを見る前の

ことだった。そして、あなたのもとに、崇高な

あの方自身が、自らの務めを成就するために、

自らはあらゆる罪から逃れているにもかかわら

ず、へりくだって、あなたから洗礼を受けたと

きに、あなたが問うたことを、あなたが見分け

た方を、あなたが述べた証言を、敵対する者た

ちは、否応がでも聞くことになったのである。

彼はこう言った。「見よ、神の子羊だ、世の罪を

除く者だ」（『ヨハネによる福音書』1:29）。そし

て付け加えた。「あなたは私から洗礼を受けるた

めに来られましたが、私があなたから洗礼を受

けるべきなのです」（『マタイによる福音書』

3:14） 31。 

  僕は主を見分けた。原罪の鎖に繋がれている

者は、罪のあらゆる結び目から逃れている者を

見分けた。告知者は裁き主を見分けた。被造者

は創造者を見分けた。花婿の介添え人には花婿
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を見分けた。それゆえ、ヨハネはこう語ったの

である。「花嫁を迎えるのは花婿である。花婿の

友は傍らに立ち、耳を傾け、花婿の声を聞いて

大いに喜ぶ」（『ヨハネによる福音書』3:29）。 

  

第 15 章 

 ユダヤ人たちよ、これらの言葉でおまえたち

には十分ではないのか、おまえたちの律法とお

まえたちの民からの多くの証人と証言で十分で

はないのか。まだおまえたちは、恥知らずにも、

他の民や民族の者たちがキリストへの証言を提

供しなければならないなどと言おうとしている

のか。もしそのように言うのであれば、あの方

はおまえたちにこう答えるだろう。「私はイスラ

エルの家の失われた羊のために遣わされてはい

ない」（『マタイによる福音書』15:24）。そして

パウロは『使徒言行録』において、あなたたち

を叱責して、こう言うだろう。「あなた方にまず、

神の言葉が語られなければならなかったのです。

ところがあなた方はそれを拒み、あなた方を永

遠の生命に値しない者にしています。そこで私

たちは異邦人の方に向いているのです」（『使徒

言行録』13:46）。われわれは、異邦人の中から

キリストに証言が述べられたことを証明しよう。

というのは、真実は黙しておらず、それと敵対

する言葉を通してさえも叫ぶからである。 

 あの最も雄弁な詩人が自らの詩句において、

「今や、新しい子が高き処から降る」（ウェルギ

リウス『詩選』4:7）と述べたとき、キリストへ

の証言が与えられなかったであろうか。もしわ

れわれが、異邦人たちの中から、他の適切な証

言や多くの言葉をここに導入しないのであれば、

このことも疑われるだろう。 

 おまえたちを捕らえて、おまえたちの傲慢さ

を従わせたあの王、すなわち、バビロニアのネ

ブカドネツァルをわれわれは見過ごさないこと

にしよう。ネブカドネツァルよ、語れ、あなた

が正しい三人の者たちを不正にも炉に投げ込ん

だとき、その中に何を見たのかを。語れ、あな

たに何が明らかにされたのかを。彼は側近の者

たちにこう言った。「『われわれは、あの三人の

者たちを縛りあげて炉の中に投げ入れたのでは

なかったのか』。彼らは彼に言った。『王さま、

その通りです』。彼は言った。『見よ、私は四人

の者が火の中を自由に、しかも何の傷も受ける

ことなく歩き回っているのを見ている。そして、

四人目の顔は神の子に似ている』（『ダニエル書』

3:91-92）。 

 おお、異邦の者よ、どうしてあなたにはこの

ことが起こったのか。誰があなたに神の子につ

いて告げたのか。いかなる法が、どの預言者が

あなたに神の子について告げたのか。彼はまだ

この世に生まれてはおらず、生まれた者の顔も

あなたには知られていなかったのに。どうして

あなたにはこのことが起こったのか。誰があな

たにそのことを告げたのか、あなたの内部を神

の火が照らして、あなたの下に敵対するユダヤ

人たちが捕らわれているときに、このようにあ

なたが神の子の証言を述べたのでないとするな

らば。 

   

第 16 章 

 しかし、二人か三人の証人の口において、あ

らゆる言葉は確固となるのであり、主ご自身も、

あなた方の頑なさを抑えながら、「あなた方の律

法の中に、二人の人間の証言は真実である、と

書かれている」（『ヨハネによる福音書』6:17）
32 と語ったのであるから、さらに異教徒から第

三の証人が導きだされるならば、真理の証言は、

あらゆる点において強化されるだろう。シビュ

ラがキリストについて予言しつつ述べたことを

われわれは公にしよう。すなわち、一つの石に

よって、二つの額が、すなわち、ユダヤ教徒と

異教徒が打ちつけられ、そして、ゴリアトのよ
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うに、その剣によって、キリストの敵どもはす

べて刺し殺されるだろう 33、ということを。シ

ビュラが語ったことを聞きなさい 34。 

 

裁きの徴として、大地は汗で濡れるだろう 

35。 

天から、永遠に支配する王が来るだろう 36。 

すなわち、身体において、地上を裁くため

に 37  現れる 38。 

それゆえ、不信仰者も信仰者も神を見るだ

ろう 39、 

この世の終わりに、聖徒たちとともに高み

におられる神を 40。 

こうして、魂は身体とともに神の前に出て、

神が魂を裁くだろう、 

大地が繁った茨の茂みに覆われて荒廃し

たままのときに 41。 

人々の偶像も、財産もすべて投げ捨てられ

るだろう 42。 

火が大地を焼き払い、そして火は大洋と天

空まで 43、 

そして、忌まわしいアウェルヌス［冥府］

の門を破壊するだろう。 

しかし、聖徒たちは身体全体に、自由な光

が 44 

注がれて、永遠の炎が罪人たちを焼き尽く

すだろう 45。 

そのとき各々は、隠された所業を明らかし、

秘密を 

語るだろう。そして神は光へと心を開くで

あろう。 

そのとき悲嘆の声が起こり、誰もが歯ぎし

りをするだろう。 

太陽の光輝は奪われ、星辰の輪舞は止むだ

ろう。 

天は巻き上げられ、月の輝きも消え、 

丘は低くなり、谷が底から持ちあがるだろ

う 46。 

人間の世界には高いものも低いものもな

くなるだろう 47。 

今や、山は平地と等しくなり、青い大海

は 48すべての動きを止めて、大地は砕かれ

て消えるだろう。 

こうして、泉も河もともに、火によって干

上がるだろう。 

しかしそのとき、喇叭が悲しい音色を、大

地の高いところから 

響かせるだろう、悲惨な行為とさまざまな

労苦を嘆きながら。 

大地は裂け、タンタロスの深淵が現れるだ

ろう 49。 

そしてそのとき、主の前に王たちは一つと

なって立たされるだろう。 

天からは火と硫黄の流れが落ちてくるだ

ろう。 

 

 これらは、キリストの生誕、受難、復活、そ

して二度目の降臨について語ったものであり、

もしギリシア語で各行の冒頭の語を順に辿って

いく者は、そこに「イエスース・クリストス・

テウー・ヒュイオス・ソーテール」50、すなわ

ち、ラテン語では「イエス・キリスト、神の子、

救い主」を見いだすだろう。そのことはまた、

ギリシア文字の特性が十分に認められえないこ

とを除けば、ラテン語に翻訳された詩句におい

ても現れている。キリストの受難をより明瞭に

示している、シビュラの別の詩句に熱心に耳を

傾けよう 51。 

 

そののち彼は、不信なる者たちの手に 52 陥

る。彼らは、神に対して穢れた手で打ちす

え、汚れた口から毒に満ちた唾を吐く。だ

が彼は、ただ鞭に聖なる背中を晒す。そし

て、打たれながら黙する 53。 
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それは、彼が冥府にいる者たちに語り、棘

のある冠を被されたために、「ことば」と

して来たことも、どこから来たかも人に知

られないためである 54。 

彼らは、食物として胆汁を、喉の渇きには

酢を与えた。このようにもてなしの悪い食

卓を供する 55。 

おまえは愚かにも、死すべき者の感覚を 56 

嘲るおまえの神を認めず、棘のある冠を載

せ、苦い胆汁を混ぜた 57。 

ところで、神殿の帳は裂け、昼の最中に三

時間も闇に包まれて夜になる 58。 

そして彼は、三日の眠りを引き受けて死ん

だままとなる。それから彼は、冥府から戻

った最初の者として、呼び戻された者たち

に復活の始まりを示しつつ、光のもとへや

ってくる 59。 
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